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～ 水道事業の将来について
一緒に考えよう ～

～上田市の水道の今と課題～

安心・安全な水を将来に渡って安定して使い続けるためには、

どうしたらよいのでしょうか?

（県営水道は約1,500km）

約1,000km

上田市営水道
県営水道

上田市営水道

上田市から
北海道 稚内市
約1,000km

（この資料は、県営水道、長野市営水道、千曲市営水道のそれぞれの資料を、上田市が一部加工し作成しました。）
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私たちはどのくらい水を使っているの?

私たちは、家にいるときさまざまな場面で水を

使っています。

お風呂や洗濯、トイレ、掃除など…。

家庭内で1 日に使用する水量を1 人当たりに換

算すると約230L となります。

（使用する頻度や水量には個人差があります。）

出典 : 厚生労働省「いま知りたい水道」

私たちが払っている水道料金は?

日本の水道料金は、全国平均で水1L 当たり約0.2 円ですが、

実際の水道料金は、地域によって異なります。

水道料金の違いは、単に経営状況の良し悪しを示すものではなく、事業経営の考え方などにより異なります。

（例） ・ 立地条件（水質の良し悪し、水源からの距離など）

・ 人口密度が高い、低い

・ 施設、管路の更新に投資してきたか など

口径13mm又は家事用で月20,000L（20㎥）使用（1世帯当たりの一般的な水道使用量）

価格帯別事業者数 総数=1,312（全国の上水道事業者）（用水供給事業者を除く）

下水道料金は含まれておりません
出典 : 厚生労働省「いま知りたい水道」



【上田市営水道の場合】（令和4年度決算）
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水道料金の使い方は?

これまでの40年間、これからの40年間

日本の人口推計は?
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上田市営水道は、全国と比較すると、施設や管路の耐震化が遅れており、また、老朽化した施設や

管路が多い。 特に管路更新率は、0.48%(約200年に1回)の割合。

上田市営水道と県営水道は？
課題１、課題２は研究会の財政シミュレーションより

課題３は将来推計人口と同じ割合で減少した場合

将来予測から見える課題には次のようなものがあります。
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上田市営水道や県営水道は、水道事業の将来を考え、
「水道事業の広域化」について検討しています

県営水道及び上田市・千曲市・長野市の各市営水道が一つに統合し、

「新たな水道企業団の設立」を構想しています。（坂城町は全域が県営水道です）

水道事業が抱える課題に対し、独立採算によ

り健全経営を維持するには、水道料金の大幅な

値上げと水道事業に係る経費の相当な削減が必

要となります。

このため、上田長野間の４つの水道事業体

（右図）が広域化（広域連携）することで、高

低差を利用した自然流下による水道水の運用と

スケールメリットを活かし、将来の水道料金の

値上げを抑制し、経費の削減を図り、基盤を強

化することができないか検討しています。

なぜ今、広域化（広域連携）の検討をするのか

広域化は、水道事業の運営をすべて民間に委託する民営化とは違います！

水道の未来をみんなで考えてみませんか？



個別経営と事業統合した場合の財政シミュレーション結果
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広域化に取り組むことにより国からの財政支援が得られることや、事業規模の

拡大による経営の効率化が図られることにより、将来の水道料金の値上げを抑制

することができると試算されました。

【上田長野地域水道事業広域化研究会報告書（令和４年３月公表）より】

※「供給単価」とは
水道水１㎥当りの
販売単価です。

【 経営面の効果 】 【 利用者の効果 】

50年間の削減効果

市営水道 94億円　

県営水道 （上田市～長野市 全体） 192億円　

上田市 全体では 市営水道＋県営水道 119億円　

事 業 体 別 平均年間１人当たりの削減効果

1,909円/人/年

2,753円/人/年

2,037円/人/年

上田市営水道では、50年間で94億円（約2億円/年）の料金の抑制効果が示されました。

【上田市営水道】将来の供給単価の推移（個別経営と広域化の比較）

50年後では、7 円/㎥の料金の抑制が示されました。

個別経営時の供給単価

広域化（事業統合時）の供給単価

上田市営水道のR4の収入は約25億円。

将来の収入が約20億円/年とすると、約1割の抑制効果となります。

※

※

※

※

50年後では、18 円/㎥の料金の抑制が示されました。

【県営水道】将来の供給単価の推移（個別経営と広域化の比較）

個別経営時の供給単価

広域化（事業統合時）の供給単価

県営水道では、50年間で192億円（約4.2億円/年）の料金の抑制効果が示されました。

※

※

※

※
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広域化した場合の将来の水運用（構想）

広域化の効果と問題点

広域化(事業統合)すると、国から財政支援(補助金)が得られるため

効果は

問題点は お客様窓口を集約した場合にサービスの低下を招いたり、
自治体の意向が反映されづらくなると言われています。

下水道事業を分離することから、下水道事業業務の効率の
低下が懸念されます。

広域化すると、新たに企業団を設立することから

今後、これらを補う（おぎなう）対策を検討します。



これまでの経過と今後 （広域化研究会及び上田市の取り組み）

8

市民説明会などで出されたご意見 （抜粋）

【広域化に賛成】

・ 専門知識を持った人材が不足していくことが確実な中、広域化は必要。

・ 人口減少社会の到来を見据えての広域化の検討は有意義であり、実現を期待している。

・ 未来に合った考え方をもって前に進んでいく必要があり、デメリットは解決していけば良い。

・ 単独で事業を続けるのは難しい。資金的にも人員的にも流域全体で協力していくのは当然。

【どちらかといえば賛成】

・ 将来の水道料金の上昇幅を小さくするためにも、賛成するしかないと思う。

【どちらかといえば反対】

・ 広域化ありきで話が進んでいる気がする。上田市にとってどれだけメリットがあるか疑問。

・ 自律性の低下や民営化への布石になってしまう危険性がある。

・ 上田市は上流にあるので長野市・千曲市など、下流域の負担を上田市が受けるのではないか。

【反対】

・ 上田市だけでも十分やっていけるのではないか。

・ 運営組織・窓口が遠くなり、サービスが低下するのではないか不安。

・ 災害が起こった場合、小規模の方が応急の体制が取り易い。

【自由意見】

・ 水道事業は、独占したライフラインなので、とにかく安定・安心できる体制が一番大切。

そのためには、多少料金が上がってもやむを得ない。

・ 水道水は私たちの命の水ですが、どうして独立採算制なのか理解できない。税金を投入して

施設の老朽化の更新や補強などをしたらいいと考えます。

・ 上田市営水道はあまりに施設の更新率等の数値が低すぎる。だから単価が低いとも言える。

料金が安ければ良いという議論には問題がある。

・ 下水道事業の広域化も是非進めてもらいたい。

・ 孫の世代のためにも良くなるよう検討して欲しい。


